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戦略Ⅰ: 全学的な研究基盤体制の構築

「琉球大学における
研究基盤に関する基本方針」

に基づく
研究基盤体制の構築

企画・研究担当理事

研究基盤戦略委員会研究基盤統括センター 総合技術部

「琉球大学における研究機器・
設備に関する整備方針」

に基づく
戦略的な計画策定・運用と予算確保

人材実動 方針・計画

全学的な研究基盤体制と共に、計画に基づく整備・運用管理システムを一体的に構築。

経営戦略の直接反映

研究基盤マネジメント部門 研究機器・設備整備計画策定WG共用機器・設備管理部会

共用機器・設備の利用予約から
課金請求、利用実績を一括管理

研究基盤統括システム
（UR-Core）

４つの評価基準に基づく
研究機器・設備整備計画の策定
（第4期中期目標期間中）

琉球大学
研究機器・設備整備計画

共用機器・設備の整備費用（自主整備分）と、運用費用
（保守メンテナンス費等）を一体的に確保

共用機器戦略的整備運用パッケージ

共用機器・設備

全学的な共用方針、並びに
規程に基づく、共用機器・設備の

審査・登録・取消

連携 連携

管理 整備

整備費用運用費用

R4
設置

R５
開始

R4
開始

R4
設置

R５
設置

R５
開始



戦略Ⅱ: 技術職員の組織化による知の集結

他機関と連携した育成プログラムの構築
・ 高度専門技術者育成プログラム（山口大学）の実施 (R5~)

総合技術部（愛称：琉大iTec）

ゼネラルマネージャー
（企画・研究担当理事）

シニアマネージャー

マネージャー マネージャー マネージャー マネージャー

マネジメントオフィス

業務グループ

業務グループ

業務グループ 業務グループ

業務グループ 業務グループ 業務グループ

業務グループ

業務グループ

技術職員組織初の
「マネジメントオフィス型」に
よるフラットな組織

他機関の取組み等を活用した技術・マネジメント力の育成
・ TCカレッジ（東京工業大学）への参加 (R4~)
・ JAXA（先端工作技術グループ）への出向 (R5~)

技術獲得に向けた学内支援制度の整備
・ 研究技術研修助成プログラムの実施（R4~）

キャリアパス構築に向けたスキルマップ及び人事評価の検討
• 技術職員によるスキルマップ及び評価基準の検討（R3～）
• 企業(富士通Japan)と連携したスキル標準化の取組み（R5）

業務自動化による働き方改革と外部資金獲得
• 共用機器（NMR）の自動化（R3）
• 研究基盤統括システムによる管理業務の自動化（ R4~）
• 奨励研究申請支援セミナーによる資金獲得支援（R4~）

技術力育成

業務グループの適宜変更で、
大学等の研究環境変化に対応

各マネージャー（技術職員）が
複数の業務グループをマネジメント

技術職員は
複数の業務グループに所属

環境整備

全学的な技術職員組織と育成体制を整備

キャリアパス



戦略Ⅲ: 地域全体での研究技術のマネジメント

研究技術チーム

連携・協力

イメージング
チーム

質量分析
チーム

技術職員と教員が連携した全学的研究技術マネジメント体制を構築（R4～）

機器管理ユニット
物質ものづくり
・情報ユニット

化学・物理
ユニット

生命科学・
フィールド
ユニット

共用機器・設備の運用・管理 特定の研究分野の技術を取得・提供

地域ネットワークとの連携（R4～）

とっとりイノベーション
ファシリティネットワーク
（鳥取大学）

りょうもうアライアンス
（群馬大学）

みやざきファシリティ
ネットワーク

（宮崎大学）

北陸ファシリティ・技術人材
ネットワーク

（金沢大学）

おきなわオープンファシリティネットワーク等による地域連携を推進（R3～）

モノづくり分野における
技術系人材の交流

（R4）

複数機関の
共用機器・設備を用いた
共同技術セミナー（R4）

ヘリウムリサイクル
ネットワークによる

研究基盤運用（R3～）

「おきなわオープンTECHゼミ」
による地域の技術交流、
技術の見える化（R3～）

シンポジウムやポータルサイトを通じた他地域のネットワークとの連携を志向

地域全体での技術系人材の育成・活躍を目指した各種取組みを実施

地域全体での技術マネジメントに向けた取組みを実施



本事業の成果等

若手研究者の研究活動推進

全国の地方大学との情報共有

共用による研究成果の創出

88.5 報43 報
（H28～R2の平均） （R3・4の平均）

共用機器利用の活性化

68.8 時間30 時間
（R３・４の平均） （R1・２の平均）

機器運用の効率化

320 時間 40 時間

外部資金獲得
（笹川科学研究助成）

＆
奨励賞受賞

（2022年度笹川研究助成奨励賞）

参加・申込者 180 名
（国立大学50校、公立大学3校、私立大学6校）

企業や地域と連携したスキルマップ構築
地方大学における研究基盤整備に資するための
シンポジウムを開催

技術職員のスキル標準化とデータ流通に向けた
合同勉強会を開催

参加・申込者 92 名
（5企業、27大学）

共用機器・設備を利用した論文数が増加 研究技術チーム（イメージングチーム）が管理する
共用機器（顕微鏡）の利用時間が増加

新たなシステム（UR-Core）により管理時間（事務処
理）が減少

（システム導入前） （システム導入後）

129％Up106％Up

88％Down



本学の自己評価

評価項目 自己評価
（※）

根拠のポイント

i) 進捗状況 〇 • コアファシリティ事業推進委員会による事業進捗管理
• 全学的な研究基盤体制の整備完了

ii) 経営戦略 〇 • 戦略的に研究基盤を運用していくための基本方針の策定
• 整備方針に基づく研究機器設備・整備計画の策定と予算確保

iii) 実施体制・
仕組み 〇 • 大学の経営判断に基づき研究基盤を運営する体制の構築

• エビデンスに基づく運用に必要な研究基盤統括システムの構築

iv) 人材育成 〇 • 総合技術部の設立による、新たなキャリアパスの形成
• 学外機関が提供する各種プログラムの活用、並びに共同開発

v) 資金計画 〇 • 自立的な研究機器・設備の整備運用に必要な予算枠の確保

vi) その他の施
策との連携 〇 • 大学の責任のもと若手研究者が独立して研究できる環境を整備

• 公募事業（デジタル庁）を活用した標準化スキルマップの検討

vii) 外部連携、
国際化 ◎ • 全国に向けたシンポジウムの開催等を通じた学外連携強化

• 九州地区における研究基盤の強化に積極的に関与

※◎：計画を上回る進捗、〇：概ね計画どおりの進捗、△：計画を下回る進捗、×：計画を大幅に下回る進捗
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